
３　過去１０年間の市税収入の推移（納税義務者）

　65歳以上人口の伸びと同じくして、普通徴収納税義務者が増加しています。まさしく給与収入者が
年金生活者に転じていることを表しています。

　ひとりあたりの税額は、納税義務者の区分なく年々減ってきています。景気低迷に加え、減税の影
響によるものと考えられます。

　ひとりあたりの税額の高い特別徴収納税義務者が、ひとりあたりの税額が少ない普通徴収義務者
に変化していること。これが、税収減の一因でもあります。
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人口の推移
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